
を
相
見
る
の
は
、
自
分
に
取
り
如
何
で

か

一
片

の
感
無
く
し
て
止
み
ま
し

や
う
か
。

ポ
ー

ヱ
ル
先
生
の
海

の
繪
に
就

て
は
、
實

に
こ
れ
だ
け
の
因
縁

が
あ
り
ま
す
。

然

る
に
こ
の
繪
が
屡

々
諸
君
の
御
目

に
入

る
の
は
、
自
分
に
取
り

て
こ
の
上
も
無

い

悦
で
あ
り
ま
す
。

さ
れ
ば
自
分

は
今
こ

ゝ
に
大
下
氏
が
熱

心

縮
寫

製
版
の
煩
勞

を
執

ら
れ
た
る
を
謝
す

る
と
共
に
自
分
が
満
腔
の
喜
悦
を
以
て
讀

者
諸
君

と
共
に
こ
の
口
繪

を
迎

へ
た

い
の

で

あ
り
ま
す
。
　
　
　

　
　

　

(終
）

△

△

△

後

か
ら
足
音
が
し
て
立
留
ま

つ
た
の
で
、

き
つ
と
彼
方
で
寫

生
し
て
ゐ
る
友

人
が
來

た
事

と
思

つ
て
、
丁
度
腹

が
北
山
だ
つ
た

か
ら
大
聲
で
『
君
辨
當

に
し

や
う
』
と
い
つ

た
が
、
返
事
が
な

い
か
ら
よ
い
と
振
返

つ

て
見
た
ら
、
そ
れ
は
知
ら
な

い
他
處

の
人

で
、
に
や

つ
と
笑
は

れ
た
の

に
は
、
少

々

極
り

が
わ
る
か
つ
た
。

ス
ケ
ッ
チ
、
ヱ

ハ
ガ
キ
展

覽
會
を
觀
て

大

下
藤
次
郎

△
こ
の
程
上
野
に
催

さ
れ
た
同
好
畫
會

の

ス
ケ
ッ
チ
、
ヱ
ハ
ガ
キ

展
覽

會

と
い
ふ
の

は
、
東
京
神

奈
川
各
中
學
生
の
成
績
品
及

び
素
人
團
體

の
作
品
を
集
め
た
も
の
で
、

鉛
筆
水
彩
油
繪

を
重
と
し
、
繪
葉
書

を
合

し
て
約
干
點
第

一
回
と
し

て
は
好
成
績
で

あ

つ
た

。

△
就
中
群
を
抜

い
て
ゐ
た
の
は
慶
應

の
パ

レ
ツ
ト
ク
ラ
ブ
、
獨

乙
協
會

の
紫
水
會

、

紫
瀾

會
(
こ
れ
は
專
門
家
も
交

つ
て
ゐ
た

)

金
翅
會

、
高
商
の
彩
友
會

(
圖
案
的
エ

ハ

ガ
キ
に
於

て
秀
て
ゐ
た

)
花
蝶
會
、
麻
布

中
學
、
府
立
第

一
、
第

四
な
ど
て
あ
る
。

△
商
工
中
學
の
鉛
筆
畫

は
極
め
て
正
確
で

教
育

と
い
ふ
方
面
か
ら

見
た
ら
申
分
が
な

い
、
併
し
彩
畫

に
移

つ
て
か
ら
も
同
じ
筆

法
で
ゆ
く
た
め
に
器
械
的

な
無
趣
味

な
も

の
計
り
出
來

る
の
は
遺
憾
で
あ

る
。

△
婦
人
團
體

の
出
品

と
し
て
は
女
子
美
術
學
校
生
徒

の
油
繪

が
五
六
點

、
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